


令和４年度 品川区立学校 ICT 活用事例集 

学校名 大井第一小学校 
２ 単元名・活動名 
 題材名「みんなで楽しく過ごすために」 

１ 学年・教科 
 ６年・国語 

３ 活動のねらい 
・目的や条件に応じて話し合い、グループの中で一つの納得解を生み出すことができる。 
・他のグループの話合いの様子を見合い、相互評価をすることができる。 

４ 主に使用したアプリケーションなど 
ロイロノート・スクール、OneNote 

６ 活用の様子（写真等があれば交えて） 

７ 児童生徒の反応 
OneNote やロイロノートで既習事項をいつでも振り返ることができるため、議論が停滞した時や、

自らの意見に根拠を持たせたい時に、すぐに情報を引き出して話合いに活用していた。 

８ 実施の手応え 
 テーマに沿って話合う活動と同時に、相互評価を行った。児童にとっては高度な取組ではあるが、
多様な視点を得ることによって、児童はさらに気付きの質を高めることができた。他グループの話合
いを記録することで、自らの話合い方や意見の持ち方を振り返ることができた。

５ 学習の流れ・主な学習活動と内容 
学習の 
流れ 

主な学習活動と内容 

本
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の
展
開
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入

○本時の目的と流れを確認 

展
開

○前時までの内容の振り返り 

・話合いの目的や方向性を確認する。 

○議題に沿って話し合う 

・考えを積みかさねる際には、根拠や

理由を視覚で共有しながら進める。 

○他グループが話合いを評価する 

・ロイロのシートに内容をまとめた

り、音声で記録をしたりしながら、

良い点と改善点を記録する。 

○相互評価を行う

ま
と
め

○学習を振り返り、記録に残す 

・話し合いの記録とともに、話合い方

の振返りも一緒に行って記録する。 

目的や条件に合わせて、よりよ
い一つの考えを生み出そう。 話合いをするグループ（右側）を囲んで、評価するグルー

プ（左側）が記録を取りながら話合いの様子を聞いている。
後で振り返れるように音声による記録も行っている。 

話合いの記録シートには発言・やり取りの良さや課題を書
き記すだけでなく、根拠の妥当性や課題に対する解決策も
記録することで、相互評価の際により厚みのあるフィード
バックをすることができる。 














